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介護福祉士養成校新入生の調理操作に関する調査
Survey of Cooking habits among freshman at care worker training schools
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要旨
　調理は、高齢者の健康維持や向上に深く関与している食生活支援を実践していく上で欠かすことができな
い家事支援技術の一つである。家事の生活支援としての調理は、適切な知識や技術のみならず、これまで培っ
てきた個人の生活習慣やこだわり、各家庭で伝承されてきた独自の生活習慣などを考慮して実践していくこ
とが求められる。しかし、介護福祉士養成校では20歳前後の学生が多く、生活支援に対して力不足であるこ
とが言われている。そこで、本調査では在宅介護実習前の新入生を対象に、基本的な調理操作に関する知識
および技術についての実態把握を目的としてアンケート調査を行った。結果、基本的調理技術についての知
識と技術が身についていない者がいること、また、各操作の認識と技術が伴っていない者がいることを明ら
かにした。このことから、実践形式の授業として調理実習を行う機会を積極的に設けることが、学生の調理
操作に関する知識の習得と技術の向上に有効と考えられる。
【キーワード】　調理技術、新入生、介護福祉士、家事の生活支援
1．研究の背景と目的
　調理は、高齢者の健康維持や向上に深く関与して
いる食生活支援を実践していく上で欠かすことがで
きない家事の生活支援技術の一っである。家庭や施
設といった場所に関わらず、調理を提供することは
共通しているが、その中でも特に、訪問介護などの
在宅介護において、調理の生活支援が求められる場
面が多いと考えられる。調理や食事の準備は、生活
援助として介護保険制度の訪問介護に位置づけられ
ていることからも、在宅介護における調理支援の
必要性がわかる。実際、在宅要介護高齢者におい
て、調理や買い物などの生活支援に関する要求が高
いことも明らかにされている1）。また、吉田は、ベ
テランの訪問介護員から衣食住の家事援助のうち一
番困るのは食であるという意見が出されており、訪
問介護に精通している介護員であっても、1日3度
の食事を考えながら、利用者の食習慣、健康状態を
考慮して、利用者に喜ばれる食の支援を行うここと
は大変であると述べている2）。つまり、日常生活に
おいて支援を必要とする人々に対して調理を行う際
には、単に調理を行えばよいのではなく、これまで
培ってきた個人の生活習慣やこだわり、また、各家
庭で伝承されてきた独自の生活習慣などを背景とし
て日々の暮らしの中で培われてきた他者が評価しに
くい部分も支援をしていくことが必要ということで
ある。特に調理は、食事に対する個々人の嗜好の影
響を受けるため、多様性に富んでいると考えられる。
調理は、誰もが実践している日常の生活活動である
が、介護者として対象者に適切な調理の支援を提供
するためには、我々が日常生活で行っている調理の
知識と技術のみでは不十分であることがわかる。し
かし、日常生活における調理経験が乏しいよりも、
経験を積んでいる方が望ましいことは言うまでもな
い。久保らの調査では、10～20歳代より30～50
歳代の者で、基本的調理技術についてできると答え
た者が多い傾向が見られ、日頃の料理実践度が高い
ほど、できる調理技術が多くなることを明らかにし
ている3）。この点について、介護福祉士養成校では
20歳前後の学生が多く、生活支援を行なう上で必
要とされる生活体験が少なく、また、自身の食生活
の管理が適切に行えていない者がいることが現状で
ある4・5・6）。このことから、高齢者の要求に応じた食
事の支援を的確に行なうために必要な調理に関する
知識や技術を持ち合わせていない学生も少なくない
と考えられる。そこで本研究では、調理の生活支援
に関する教育内容を検討するため、在宅介護実習前
の新入生を対象に、基本的な調理操作（本調査では、
調理操作のうち、「切る」、「炊飯方法」、「和風だし
のとり方」を基本的な調理操作とした）に関する知
識および技術についての実態把握を目的としてアン
ケート調査を行った。
2．方法
　介護福祉士養成を行っている長野県内の短期大学
1校および専門学校の1年生を対象とし、平成22
年4月下旬～5月中旬に集合法による自記式質問紙
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調査を実施した。調査内容は、基本的な調理操作で
ある食材の切り方15項目に関する知識および技術、
和風だしのとり方、炊飯方法に関する技術とした。
本調査では、上述した食材の切り方および、和風だ
しのとり方、炊飯方法を基本的調な調理操作とした。
調査結果は、統計解析ソフトSPSS　for　windows
11．OJを用いて集計を行い、　X2独立性の検定を用
いて有意差検定を行なった。
3．倫理的配慮
　本研究では、調査への協力は個人の自由意志にも
基づくものであり、調査協力への有無や回答内容が
学業成績に影響することはなく、また、得られた結
果は集団として統計処理し、本研究の目的以外に使
用することはないことを説明し同意を得た者を調査
対象とした。
4．結果
（1）対象者の状況
　対象者は108名であり、うち男子14名（13．0％）
女子94名（87．0％）で、平均年齢は20．9±8．2歳
であった。世帯類型は、自宅で家族と同居している
者が94名（87．0％）、下宿している者は13名（12．0％）
であった。
（2）調理頻度
　日常生活における調理頻度について質問したとこ
ろ、たまにすると答えた者が43．　5％と最も多かった。
次いで、ほとんどしないと答えた者が40．7％と多く、
調理を毎日すると答えた者は15．7％と最も少なかっ
た（表1）。また、調理に対する興味について質問
したところ、あると答えた者が66．7％と全体の半
数以上を占めた（表2）。このことから、学生は日
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常生活において調理をする機会が少なくても、調理
に対して何らかの関心を持っていることが考えられ
た。次に、調理に対する興味と調理頻度の関連を調
べた結果、調理に対する興味があると答えた者の方
が、興味がないと答えた者より調理頻度が高いこと
が示された（P＜0．01）（図1）。
（3）調理操作に関する基礎知識と技術
　調理の中でも基本的な操作である食材の切り方
にっいて、名称を知っているか質問した。知って
いると回答した者が最もが多かった切り方は「み
じん切り」で93．5％を占めた。次いで「輪切り」
が92．6％、「せん切り」89．8％、「いちょう切り」
80．6％の順に知っていると答えた者が多かった。一
方、知らないと答えた者が最も多かった切り方は「色
紙切り」で84．3％の者が知らないと答えた。また、
「拍子木切り」についても81．5％の者が知らないと
答えた。その他、「そぎ切り」、「ささがき」、「面取
り」についても半数以上の者が知らないと答えた（図
3）。
　次に、食材の切り方について実践できるかを質問
した結果、「みじん切り」88．9％、「輪切り」87．0％
の順にできると答えた者が多かった。次いで、「せ
ん切り」、「半月切り」、「いちょう切り」、「乱切り」
の順に多く、いずれも半数以上の者ができると答え
た。一方、「拍子木切り」と「色紙切り」については、
できないと答えた者が80．0％以上を占めた（図4）。
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図3．食材の切り方の用語に対する知識
　次に、用語を知っていると答えた者における技術
の状況を調べた。結果、すべての切り方において、
用語は知っているが実際にはできないと答えた者が
いることが明らかとなった。特に「拍子木切り」と
「かっらむき」は、できないと答えた者がそれぞれ
57．9％、51．2％と半数以上を占めた。その他の項目
については、できると答えた者ができないと答えた
者より多かった。中でも、「輪切り」は92．0％、「み
じん切り」については93．1％の者が実際にできる
と答えた。次いで、できると答えた者が多かった切
り方は「せん切り」、「半月切り」、「いちょう切り」
であった（図5）。本結果から、切り方の用語は知っ
ているが、実践はできない者もいることが示され、
知識と実践が伴っていないことが明らかとなった。
　最後に、基本的な調理操作として、炊飯と和風だ
しの取り方について実際にできるかを質問した。炊
飯にっいては88．0％と半数以上の者ができると答え
たが、一方、和風だしの取り方については、できる
と答えた者が45．4％と半数を下回った。普段の生活
で調理を行う際には、手軽に使うことができるイン
スタント型のものを用いてだしを取ることが多いの
ではないかと考えられる（図6）。
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図4，食材の切り方の技術
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図5．切り方の用語を知っていると答えた者の技術の有無
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図6．炊飯および和風だしのとり方に関する知識
5．考察
　本研究では、在宅介護実習前の新入生を対象に、
食材の切り方、炊飯方法、和風だしの取り方に関す
る知識および技術にっいての実態調査を行なった。
日常生活における調理頻度については、ほとんどし
ていないと答えた者が40．7％を占めており、毎日
すると答えたものは15．7％と少数であった。本結
果は、対象者の87．0％が自宅で家族と同居してい
ることが関係していたが、介護福祉士養成校の新入
生においては半数以上の者がほとんど調理に携わっ
ていないことが明らかとなった。調理を毎日すると
答えた者と、ほとんど調理をしないと答えた者では、
調理に関する知識や技術の習得度に差が見られるの
ではないかと考えられる。一方、対象者の66．7％が
調理に対して興味を持っていることも明らかとなっ
た。このことから、学生の調理に対する興味を更に
引き出すような工夫を取り入れた授業内容を検討し
ていくことも調理に関する知識と技術の習得に有効
であると考えられる。ただ、学生が調理のどのよう
な点に興味を持っているのかについては調査をして
いないため具体的に述べることはできないが、この
工夫点については今後、検討していきたい。次に、
基本的な調理操作として食材の切り方の名称につい
て調べた。本調査で用いた食材の切り方は、高校の
家庭科教科書、大学の調理に関する教科書に記載さ
れているものであり、輪切りやいちょう切り等、小
学校の教科書から搭載されているものもある。また、
炊飯方法に関しても小学校の教科書から搭載されて
いる7・8）。しかし、全ての切り方において、名称を
知らないと答えた者がいることが明らかとなった。
また、名称を知っていても実際にはできない者もい
ることが示され、食材の切り方について名称を知っ
ていることが、必ずしも実践できるということには
繋がっていないことが明らかとなった。また、炊飯
とだし汁の取り方についても、できないと答えた者
がいることが示された。本調査で取り上げた食材の
切り方、炊飯方法、だし汁のとり方といった基本的
調理技術は、これまでの家庭科教育を通して習得し
ているものと考えられる。しかし今回、食材の切り
方、炊飯方法、だし汁の取り方という基本的調理技
術についての知識と技術が身についていない者がい
ること、また、食材の切り方に対する認識と技術が
伴っていない者がいることが明らかとなった。この
要因として、外食や中食が増えて食事作りの機会が
減っていること、また、家庭での食事作りに参加す
ることが少なく、調理に携わる機会が少ないことな
どが考えられる。また、これまでの家庭科教育の中
で行ってきた調理が大学生となった現在まで定着し
ていないことも考えられる。この点については、こ
れまでにも報告がなされている9）。一方、高齢者は、
短大生と比較して調理経験が豊富で調理技術に熟練
しているとの報告がなされている10）。調理技術が
熟練しているであろう高齢者に対して、要求に応じ
た調理の生活支援を行うためには介護者も基本的な
調理技術を習得していることが求められる。その上
で、高齢者が培ってきた独自の調理技術や方法に合
わせて柔軟に対応できるものと考えられる。そこで、
調理の生活支援においては、実践形式の授業を通し
て調理を行う機会を積極的に設け、学生の調理に関
する知識の習得と技術の向上を図っていくことが必
要であると考えられる。
　ところで、調理は家事支援として介護保険制度の
訪問介護に位置づけられており、また、在宅介護の
場面においてそのニーズが高いと述べてきた。しか
し、近年は在宅介護における調理支援のみならず、
高齢者施設において日常生活活動の一環、またはア
クティビティサービスとして調理を行うことが注目
されている。また、作業療法の様な活動として調理
を取り入れている施設もある。調理は、あくまでも
日常生活活動の一部であり、施設で暮らす高齢者も、
これまでの人生で何度も繰り返し行ってきた行為で
あるため、自然に生活の中に取り入れられることが
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でき、無理なく心身機能の障害の回復に繋がると考
えられているためである。また、調理を行うことは、
心身機能の障害を回復するという効果を有するだけ
ではない。集団生活の中で調理を行うことは、自身
の役割を持つことであり、自信の回復にっながるの
である11，12）。このような活動をより専門的に実施
してくためには、様々な専門職が関わってくること
になるが、日常生活活動やアクティビティサービス、
作業療法的な活動として調理を行っていく場合は、
介護福祉士の支援が不可欠である。このようなこと
からも、調理は在宅介護において特に必要な支援で
はなく、どのような場面の生活支援においても重要
な役割を担っていくものと考えられる。そこで、介
護福祉士においても、調理の生活支援を適切に効率
よく実践していくための知識と技術を習得している
ことが望ましい。
　本調査によって、介護福祉士養成校新入生の基本
的な調理に関する知識と技術の実態を傾向として捉
えることができた。今後は、その他の調理秘術につ
いても同様に学生の実態を明らかにし、調理の生活
支援に関する教育内容の検討を進めていくことを考
えている。また、調理はその人らしい生活を支援す
るための重要な要素の一つであることを学生に伝え
ていくとともに、施設介護、在宅介護等の特性をふ
まえて、各々の場面に応じた調理の支援について検
討していくことを考えている。
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